
２０１１年６月号 ４

分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集にににににににににににににににににににににつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつついいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいてててててててててててててててててててててのののののののののののののののののののののおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願分別収集についてのお願いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
ごみの分別については、皆さんのご協力により大半が適正に行われていま

すが、一部不適切な方法で分別されているケースが見受けられます。

今月号では、特に注意いただきたい事項を紹介しますので、今一度ご確認

いただき、適正な分別にご協力をお願いします。

雪
解
け
以
降
、
村
内
各
地
で
ご
み
の

不
法
投
棄
が
数
多
く
発
見
さ
れ
て
い

ま
す
。

不
法
に
ご
み
を
投
棄
す
る
こ
と
に

よ
り
、
豊
か
な
自
然
環
境
や
美
し
い
景

観
が
損
な
わ
れ
、
そ
の
処
理
に
多
額
の

費
用
を
要
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

た
っ
た
一
人
の
心
な
い
行
為
の
た
め

に
多
く
の
村
民
が
迷
惑
を
被
る
こ
と

は
絶
対
に
許
さ
れ
ま
せ
ん
。

村
内
で
不
法
投
棄
し
て
い
る
者
を

見
か
け
た
場
合
や
、
既
に
不
法
投
棄
さ

れ
て
い
る
現
場
を
発
見
し
た
場
合
は
、

速
や
か
に
役
場
又
は
警
察
に
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。

ご
み
の
不
法
投
棄
に
関
し
て
は
厳

し
い
罰
則
規
定
が
あ
り
、
違
反
し
た
者

は
５
年
以
下
の
懲
役
若
し
く
は
１，
０

０
０
万
円
以
下
の
罰
金
（
併
科
の
場
合

も
あ
り
）
に
処
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。 緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊
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ご
み
の
不
法
投
棄
は

犯
罪
で
す
！

い
わ
ゆ
る
「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
（
ゴ

ミ
箱
や
お
も
ち
ゃ
な
ど
）」
は
一
般
ご
み

で
す
！

�

ご
み
の
分
別
で
い
う
「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
」

と
は
、
商
品
（
製
品
）
を
入
れ
た
り
包

ん
だ
り
す
る
『
容
器
』『
包
装
』
を
い
い

ま
す
。
大
半
は　
　

マ
ー
ク
の
有
無
で

判
断
で
き
ま
す
。

二
重
袋
で
の
排
出
は
や
め
ま
し
ょ
う
！

�

二
重
袋
と
は
、
ご
み
を
レ
ジ
袋
な
ど
に

入
れ
、
さ
ら
に
指
定
袋
に
入
れ
る
こ
と

を
い
い
ま
す
。
せ
っ
か
く
正
し
く
分
別

し
て
も
、
こ
の
よ
う
に
排
出
す
る
と
不

適
物
扱
い
に
な
り
ま
す
。

付
着
し
た
汚
れ
は
必
ず
洗
い
落
と
し
て

く
だ
さ
い
！

�

軽
く
水
洗
い
す
る
程
度
で
十
分
で
す
。

落
ち
な
い
場
合
は
一
般
ご
み
へ
。

プラスチックごみ

生
ご
み
以
外
の
異
物
は
絶
対

に
入
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
！

�

リ
サ
イ
ク
ル
処
理
に
用
い
る

機
器
等
の
損
傷
に
つ
な
が
り

ま
す
。

生ごみ

ふ
た
や
キ
ャ
ッ
プ
類
は
必
ず

外
し
て
く
だ
さ
い
！

�

外
し
た
ふ
た
や
キ
ャ
ッ
プ
は

素
材
に
応
じ
て
分
別
し
て
く

だ
さ
い
。

飲
み
残
し
は
必
ず
捨
て
て
く

だ
さ
い
！

�

捨
て
た
後
、
軽
く
水
洗
い
し

て
か
ら
排
出
し
て
く
だ
さ

い
。

ペットボトル、あきびん

■ごみに関するお問い合わせ先　　　産業建設課　環境衛生担当　電話５６‐２１７３

◆必ず守ってください◆

二重袋はダメ！（写真左）
ゴミ箱などのプラ製品は一般ごみです。（写真右）

ペットボトルやあきびんはキャップを外して、
中を空にして捨てましょう。
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平
成

年

平
成　

年
度度

２３２３
行行
政政
区区
長長
紹紹
介介

み
な
さ
ん
と
行
政
を
結
ぶ
パ
イ
プ
役
と
し

て
、
ま
た
、
明
る
い
村
づ
く
り
の
推
進
役
と
し

て
ご
活
躍
い
た
だ
く
新
し
い
行
政
区
長
さ
ん

で
す
。
一
年
間
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

■
上
双
珠

■
上
双
珠
別別

　

堀
井　

忠
次　

さ
ん

■
下
双
珠

■
下
双
珠
別別

　

堀
江　

三
朗　

さ
ん

■
中
央
第

■
中
央
第
二二

　

小
峰　

勝
明　

さ
ん

■
宮
■
宮　
　

下下

　

岩
渕　

敏
雄　

さ
ん

■
本
■
本　
　

通通

　

長
谷
川　

耿
聰
さ
ん

■
千
■
千　
　

歳歳

　

影
山　
　

孝　

さ
ん

■
高
■
高　
　

台台

　

藤
本　

重
克　

さ
ん

■
美
■
美　
　

園園

　

中
本　

勝
巳　

さ
ん

■
占
冠
第

■
占
冠
第
一一

　

山
本　

敬
介　

さ
ん

■
占
冠
市

■
占
冠
市
街街

　

村
上　

長
三　

さ
ん

■
上
ト
マ
ム
第

■
上
ト
マ
ム
第
一一

　

江
頭　

謙
一
郎
さ
ん

■
上
ト
マ
ム
第

■
上
ト
マ
ム
第
二二

　

工
藤　

國
忠　

さ
ん

■
中
ト
マ

■
中
ト
マ
ムム

　

久
我　

正
志　

さ
ん

■
中
央
第

■
中
央
第
三三

　

不
在

生
ご
み
堆
肥
を

販
売
し
て
い
ま
す
！

富
良
野
広
域
連
合
環
境
衛
生
セ
ン
タ
ー
で
販
売

し
て
い
る
『
生
ご
み
堆
肥
』
は
、
生
ご
み
、
し
尿
汚

泥
、
木
材
バ
ー
ク
を
原
料
と
し
て
製
造
さ
れ
、
専
門

機
関
で
の
分
析
調
査
で
も
安
心
し
て
利
用
で
き
る

完
熟
堆
肥
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。
是

非
、
家
庭
菜
園
・
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
な
ど
に
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

【
販
売
期
間
】

土
・
日
・
祝
祭
日
を
除
く
毎
日
（
通
年
販
売
）

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

【
販
売
価
格
】

　

リ
ッ
ト
ル
（
約
４
�
）
１
０
０
円

１０※
袋
詰
め
し
て
あ
り
ま
す
。

※
使
用
量
の
目
安
は
、ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
で
２
�
/

�
程
度
で
す
。

【
堆
肥
の
成
分
】

（
平
成　

年
３
月
２
日
分
析
値
）

２３

窒
素
：
約
２
・
６
％
、
リ
ン
酸
：
約
１
・
４
％
、

加
里
：
約
０
・
９
％
、
炭
素
窒
素
比
：
約　

・
５

１３

【
販
売
場
所
】

富
良
野
市
字
上
五
区

　

環
境
衛
生
セ
ン
タ
ー

■
お
問
い
合
せ

富
良
野
広
域
連
合
環
境
衛
生
セ
ン
タ
ー

電
話　
　

‐
４
３
７
６

２２

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す　
!!

　
　

地
域
生
活
相
談
員

５
月
２
日
か
ら
地
域
生
活
相
談
員
と
し
て
占
冠

村
に
住
む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
、
岡
崎
善
二
さ
ん
。

岡
崎
さ
ん
は
企
画
商
工
課
に
席
を
置
き
、
主
に
、

占
冠
村
に
移
住
や
定
住
を
希
望
さ
れ
る
方
の
相
談

業
務
（
移
住
・
定
住
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
窓
口
）
を
行

い
ま
す
。
他
に
、
企
業
誘
致
や
観
光
、
消
費
者
行

政
に
関
す
る
業
務
を
行
い
ま
す
。

占
冠
村
に
来
る
前
は
富
良
野
市
の
ラ
ジ
オ
ふ
ら

の
に
お
勤
め
で
、
ラ
ジ
オ
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（htt

p://radio.furano.ne.jp/

）
で
富
良
野
沿
線
５

市
町
村
の
情
報
を
発
信
す
る
仕
事
を
し
て
い
ま
し

た
。占

冠
村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
『
今
日
の
し
む
か
っ

ぷ
』
の
更
新
も
時
々
行
い
ま
す
の
で
、
カ
メ
ラ
を

持
っ
て
村
内
を
歩
き
ま
す
。

岡
崎
さ
ん
、
占
冠
村
は
ど
う
で
す
か
？

「
さ
っ
そ
く
、
村
の
人
か
ら
山
菜
を
ご
ち
そ
う
に

な
り
ま
し
た
。
と
て
も
美
味
し
か
っ
た
で
す
。
山

菜
の
季
節
は
楽
し
み
が
あ
っ
て
い
い
で
す
ね
ぇ
」

皆
さ
ん
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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